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Webアプリケーション時代の開発標準
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ご紹介資料
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1. ComponentAA開発標準とは

実業務

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ／ﾈｯﾄﾜｰｸ

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ｱｰｷﾃｸﾁｬ

アプリケーション

ﾃｽﾃｨﾝｸﾞ構築設計要求

ComponentAA 開発標準

による開発支援

お客様に、短納期・高品質のシステムインテグレー

ションを提供するためのアプリケーション開発標準。

• ドキュメント標準
• 開発手順
• 設計／テストなどの技法／ガイド

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｱｰｷﾃｸﾁｬ(Application Architecture)：アプリケーションの基本的な構造および処理方式。
ComponentAA： 富士通のコンポーネントベースのアプリケーションアーキテクチャ。

（＊）（＊）

（＊＊）（＊＊）

（＊）（＊）

（＊＊）（＊＊）
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1.1 総合システム開発体系SDASでの位置づけ
ComponentAA開発標準は、SDASのアプリケーション開発（SDAS 
development）の中核となる技術。

～お客様に高品質なシステムを短期に提供するための富士通の総合システム開発体系「ＳＤＡＳ」～

スピードアップサービススピードアップサービス

お客様お客様

製
品
提
供

製
品
提
供

お
客
様

お
客
様

要求 設計 構築 ﾃｽﾃｨﾝｸﾞ

要
求

設
計

構
築
ﾃｽﾃ
ｨﾝｸﾞ

スピードアップ
サービス

従来の
開発期間

早期稼動
による受益

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ ＳＩ/ｿﾘｭｰｼｮﾝ ＡＰＭ

教育

ツール

標準化

ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ

総合システム開発体系ＳＤＡＳ総合システム開発体系ＳＤＡＳ

SDAS maintenanceSDAS plan

SDAS development

構築

プロセス・プロマネを支える技術

テスティング

設計

要求
マイグ
レーション

SDAS management

アプリ開発を支える技術

企業システム全体計画の技術 保守を支える技術
ComponentAA
開発標準
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1.2 ComponentAA開発標準の生い立ち
これまでの開発技法に加え、実践的な
開発技術と、多くのシステム開発適用経験
を蓄積し、ComponentAA開発標準を提供。

・データモデリング
・データ標準化

・オブジェクト指向
・UMLの登場
・Java/J2EEの登場

93年 COBOLベースの
データ中心システム
開発技法

AA/BRMODELLING

03年 Webアプリケーション
時代の開発標準

ComponentAA開発標準

00年 EJBコンポーネント用
の開発技法

ComponentAA/BRMODELLING

・Webアプリケーションシステムの
普及・拡大
・世界標準の普及： UML、J2EE
・急激なオープン化による開発手
法の多様化



All Rights Reserved,Copyright ©富士通株式会社 20046

２. 適用対象

ComponentAA開発標準は様々なシステムの開発に適用可能。

アプリケーション形態：
• オンライン（３層／２層）
• バッチ

開発言語と適用フレームワーク：
• Java／COBOL
• 複数のフレームワークに対応

システム規模：
• 中小規模から大規模まで適用可

（＊）（＊）

（＊）（＊） ドキュメント標準の上流工程（ドキュメント標準の上流工程（SASA～～UIUI工程）は、他の開発言語でも適用可能。工程）は、他の開発言語でも適用可能。
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2.1 アプリケーション形態
以下のアプリケーション形態に適用可能。
・プレゼン層はJava(Servlet/Applet/Javaアプリ)、アプリ層はJava(EJB)またはCOBOL。
二層システムにも対応。
・バッチはJavaまたはCOBOL。

【バッチ】 Javaパターン

DB

APサーバ DBサーバ

スケジューラ
等より起動

Java/EJB

バッチJava

COBOL DB

APサーバ DBサーバ

スケジューラ
等より起動

バッチCOBOL

【バッチ】 COBOLパターン

※AP/DBサーバを同一サーバとする場合もあり

【オンライン】 Webシステム型

ブラウザ ServletJSP EJB または
COBOL RDB

Web層 AP層
サーブレット三層パターン

ブラウザ EJB または
COBOL RDBApplet

AP層
アプレット三層パターン

ブラウザ ServletJSP RDB

Web/AP層
サーブレット二層パターン

【オンライン】 C/Sシステム型

EJB または
COBOL RDB

Java
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

AP層
Javaアプリケーション三層パターン

アプレット－サーブレット三層パターン

ブラウザ EJB または
COBOL RDBApplet

AP層

Servlet
(ﾊﾞｲﾊﾟｽ)

Web層

応用パターン
（参考例)

RDB
Java

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

Javaアプリケーションパターン
※システム管理者
向け機能等で適用
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2.2 開発言語と適用フレームワーク
◆開発言語

Java
COBOL（APサーバのみ）
※その他の言語（C,C++など)についても、多言語間連携の方式を提示予定。

◆適用フレームワーク
Java：

B2.Sframeworkの以下のフレームワークに対応。
サーブレット： Interstage Application Framework Suite (Apcoordinator)

Struts等への応用展開も可
アプレット： Client J Framework
ＥＪＢ： Interstage Application Framework Suite

COBOL:
B2.Sframeworkの以下のフレームワークに対応。

Interstage Application Framework Suite + e.Frame

ハードウェア、OS、ミドルウェア、RDBMSは、開発標準としては特に製品を限定しない。
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2.3 システム規模
中小規模から大規模までの開発に適用可能。

定義数は少ない。△○業務用語SA077

UI工程で作成。×SAで省略。
UI工程で実施。

☆ﾕｰｽｹｰｽ･ｴﾝﾃｨﾃｨﾏﾄﾘｯｸ
ｽ

SA066

UI工程でテーブル関連
図を作成。

×UI工程で作成。☆概念ER図SA055

システム間連携なし。×一部記述。

FIXはUIで実施。
×ｼｽﾃﾑ間ｲﾝﾀﾌｪｰｽ概要SA044

パッケージ開発のため
運用要件は少ない。

△SA02に記述。△業務運用要件SA033

○○業務機能概要定義SA022

○○業務要件定義SA01SA1

シ
ス
テ
ム
要
件
定
義
書
（
業
務
）

備考適用備考適用

小規模Prjでの
ｶｽﾀﾏｲｽﾞ例

中規模Prjでの
ｶｽﾀﾏｲｽﾞ例

大規模Prjでの
ドキュメント標準

ドキュメント
コード工

程
名

Noフ
ァ
イ
ル
名

ドキュメント標準のカスタマイズ例を示し、中小規模システムへの適用も容易にしている。

適用欄の意味：適用欄の意味： ○→○→使用、使用、△→△→他ドキュメントで代用、他ドキュメントで代用、☆→☆→工程変更（後工程で実施）、工程変更（後工程で実施）、×→×→不必要不必要
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3. 開発工程

SA

UI

SS

PS

PG

IT

PT

SA成果

ST

OT

UI成果

SS成果

テ
ス
ト
仕
様

テスト仕
様

テスト仕
様

業務プロセス、ユー
スケースの構成を

確定

検証

ユースケースの
外仕確定

ユースケース内・
間の構造を確定

プログラム内の
構造、機能設計

共通部品、
プログラムの
単体テスト

ユースケース内・
間の結合テスト
サブシステム間、
外部システムと
の結合テスト

機能の階層にあわせて工程を定義。
SA、UI、SSの成果がそれぞれ対応するテスト工程の仕様を決定する。

システム
の機能、
性能、セ
キュリティ
等のテスト

利用者に
よる人間
系を含む
テスト
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4. ComponentAA開発標準の狙いと特長

狙い 特長

お客様との要件確定の精度向上 （特長１）お客様と確認すべきドキュメントを明確化

ｼｽﾃﾑ開発の品質・保守性向上

（特長３）世界標準UMLを積極的に採用

（特長４）核となるデータ構造を上流工程から明確化

（特長５）ユースケースを軸にドキュメント・手順・実装
構造を規定

（特長６） 形態ごとに、構造・設計方法を規定

分析・設計・テストの効率化と
品質向上 （今後対応予定）

（特長７）分析・設計・テスト支援ツールとの連携

（特長２）業務ロジック記述の定型化
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4.1 お客様と確認すべきドキュメントを明確化
業務要件確定の早期化と精度向上の為、お客様と確認すべき、

必要最小限のドキュメントと、開発用ドキュメントを工程別に明確化。

情報システム
  部門

ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞ

業務要件定義 システム化要件と実現手段 ○

業務機能概要定義 「システム化範囲と対象業務」および「ユースケース機能概要」 ○

業務運用要件 業務運用要件 ○

業務用語定義 業務用語の定義 ○

システム間インタフェース概要 システム間インタフェース概要 ○

概念ER図 （開発用ドキュメント）

ユースケース・エンティティマトリクス （開発用ドキュメント）

ユースケース一覧 システム化業務フローとユースケースの整合性 ○

ユースケース機能記述 ユースケース毎の業務処理機能の詳細 ○

画面一覧 システムで使用する画面の種類および機能概要、
利用部門

○

帳票一覧 システムで使用する帳票の種類および機能概要、
作成タイミング、出力場所等

○

業務メッセージ定義 業務メッセージ仕様 ○

テーブル／ファイル定義 キー項目、業務で使用する項目 ○

データタイプ定義 データタイプの型、桁数、値の範囲 ○

コード定義 名称、使用目的と概要説明、コード体系、値と範囲等 ○

画面設計規約 画面設計についての規約 ○

帳票設計規約 帳票設計につての規約 ○

メッセージ規約 業務、システムのメッセージの規約 ○

システム間インタフェース一覧 システム間、サブシステム間インタフェースの基本仕様 ○

システム間インタフェース定義 システム間、サブシステム間インタフェースの詳細仕様 ○

テーブル関連図 （開発用ドキュメント）

テーブル一覧 （開発用ドキュメント）

テーブル状態遷移 （開発用ドキュメント）

ユースケース・テーブルマトリクス （開発用ドキュメント）

シナリオ記述 （開発用ドキュメント）

業務サービス仕様 （開発用ドキュメント）

確認内容

顧客承認

ＵＩ

ドキュメント名

ＳＡ

工程

○：ＳＡ工程
顧客確認
ドキュメントＳＡ工程

開発用ドキュメント

○：ＵＩ工程
顧客確認
ドキュメント

ＵＩ工程

開発用ドキュメント
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遷移先画面表示定義

ユースケースの業務ロジックの記述を、定義単位ごとに、図・表形式の定型記述とする

ことで、定義漏れを防止し、定義精度を向上。

4.2 業務ロジック記述の定型化

ｵﾝﾗｲﾝ機能概要-画面遷移図

チェック仕様および
エラー処理仕様

項目名

ﾕｰｽｹｰｽ単位に機能概要設計 アクション単位に業務ロジック設計

遷移元画面チェック定義・・・機能概要

ＸＸ処理ユースケース名

受注業務
メニューより

受注業務ﾒﾆｭｰへ

戻る
ボタン

終了ボタン

明細行
選択

受注条件
入力画面

受注変更
画面

変更アクション

受注変更画面画面名

ＸＸ処理ユースケース名

画面項目定義

画面レイアウト定義

帳票項目定義

帳票レイアウト定義

入力データ処理定義

出力データ処理仕様項目名

出力データ処理定義

受注テーブル出力テーブル名

変更アクション

受注変更画面画面名

ＸＸ処理ユースケース名

変更ボタン照会ボタン

受注明細
変更画面

アクション総括記述ユースケース一覧

ﾕｰｽｹｰｽの確定

XX処理

ﾕｰｽｹｰｽ名

アクション

アクション：
画面遷移を伴う利用者
からシステムへの処理
要求動作。



All Rights Reserved,Copyright ©富士通株式会社 200414

4.3 国際標準のＵＭＬを積極的に採用

実プロジェクト適用での評価を基に、国際標準の表記法を積極的に採用。

アクティビティ図SS02 画面遷移定義

表形式の書式と併用ステートチャート図UI09 テーブル状態遷移

クラス図UI05 テーブル関連図

アクティビティ図UI02 ユースケース機能記述

クラス図SA05 概念ＥＲ図

表形式の書式と併用アクティビティ図
SA02 業務機能概要定義

備 考採用したＵＭＬダイアグラム名ＵＭＬ対応ドキュメント名
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4.4 核となるデータ構造を上流工程から明確化
核となるデータ構造およびデータ定義を上流工程から明確化。
⇒システム開発の品質・保守性を向上。

SA UI

受注

1
0..*

概念ＥＲ図

Ｋ受注番号
受注日

顧客

Ｋ顧客番号
住所

・現行ＤＢ／画面・帳票項目
および 「システム化業務フロー」から
データ構造をモデル化

・キー項目、主要データ項目抽出

画面
帳票

受注テーブル

1

受注番号
受注日
顧客番号
・
・

顧客マスタ

顧客番号
顧客名
住所
電話番号
・
・

テーブル/ファイル定義

テーブル一覧

・ＤＢ項目と、
画面・帳票項目は、
同期を取って確定

・項目名称、
属性（型、桁、値）
の統一

0..*

業務用語定義
画面・帳票項目定義

テーブル関連図

データタイプ定義

データの型、桁数、

値の範囲の規定

データの型、桁数、

値の範囲・意味等の規定

コード定義
・データタイプ定義、

コード定義は、

ＵＩ工程で確定



All Rights Reserved,Copyright ©富士通株式会社 200416

4.5 ﾕｰｽｹｰｽを軸にﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ・手順・実装構造を規定

ユースケースを軸とした機能単位で、仕様体系と実装構造を規定。
⇒システム開発の品質・保守性を向上。

ユースケース：
利用者が開始し、その利用者にとって業務的に意味のある目的を完了するまでのプロセス。

オンラインでは、複数画面による一連の会話を通じて完結するプロセス。
（例） ・受注１件のデータをDBに登録

・ATMでの普通預金引出し
・窓口で列車の座席を予約

バッチでは、業務的意味のあるくくりでの、データ作成・出力のプロセス
（例） ・定期的に実行する売上実績データの集計

・メニュー起動による受注一覧表の印刷

アクション：
オンライン処理の会話で発生する、画面遷移を伴う、利用者からシステムへの処理要求動作。
（例） メニュー選択、登録ボタン押下、キャンセルボタン押下

機能構造の単位
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(1) オンライン処理の機能構造

クライアント業務アプリ

システム化業務フロー

メソッド：在庫確認

メソッド：受注登録

サーバ業務アプリ

メソッド：在庫検索

メソッド：受注登録

受
注
登
録
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
例

在庫確認

受注登録

画面

画面

画面

アクション

アクション

【共通仕様】商品管理

商品検索

サーバ業務アプリ（共通）

メソッド：商品検索

ユースケースを、クライアント／サーバ
の機能に分割し、アクションの単位で
メソッドを実装

共通として定義される仕様は、
共通アプリや共通部品として実装

受注登録
ユースケースの
実装構造

ユースケース機能記述

画面遷移図

画面レイアウト定義
画面項目定義

アクション定義
（画面チェック定義、
データ処理定義、
画面表示定義）

【SA工程】

【UI工程】

【SS工程】

ユースケースを軸とした機能単位で構造を規定。

受注業務プロセス受注業務プロセス

 

 

受 付  

 

 受 注 登 録  

 

 納 期 回 答  

受注登録ユースケース

連携連携

連携連携



All Rights Reserved,Copyright ©富士通株式会社 200418

(2) バッチ処理の機能構造

データ抽出
／印刷

受注一覧出力ユースケース
受
注
一
覧
表
出
力
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
例

帳票

ジョブ
受注

データ抽出アプリ

受注明細

受注一覧印刷アプリ

受注一覧表

時間起動

ユースケースは、処理効率の観点から
アプリを分割して実装。（ジョブの単位）
起動の単位に基づいて、ジョブネットを
構成する。

システム化業務フロー

起動メソッド

ジョブ

中間ファイル

起動メソッド

ジ
ョ
ブ
ネ
ッ
ト

ｼﾞｮﾌﾞ
ｽｹｼﾞｭｰﾗ

起動

起動

時間起動

受注一覧出力
ユースケースの
実装構造

【SA工程】
【UI工程】

【SS工程】

ユースケースを軸とした機能単位で構造を規定。

ユースケース機能記述

帳票レイアウト定義
帳票項目定義

データ処理定義処理フロー
バッチ総括記述

出荷指示業務プロセス出荷指示業務プロセス

時間起動
 

 受注一覧  

出力  

 

 
出 荷 指 示  
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(3) ドキュメント管理体系
ユースケースを軸としたドキュメント管理体系により、進捗・品質の開発管理単位を明確化。

SA UI SS PS PG PT IT ST OT

個別ユースケース（オンライン）個別ユースケース（オンライン）サブシステム

システム

業務要件定義
業務機能

概要定義
業務運用要件
概念ER図
・
・
・

ユースケース一覧
画面一覧
帳票一覧
テーブル関連図

・
・
・

Webハンドラ一覧
JSP一覧
CBSハンドラ一覧
業務共通機能

・
・
・

Webハンドラ
ロジック定義

CBSハンドラ
ロジック定義

クライアント

ユースケース
機能構成

画面遷移定義

プログラムテスト
仕様書兼成績書

プログラムテスト
仕様書兼成績書

IT1 : 
結合テスト
仕様書兼成績書

個別ユースケース（オンライン）個別ユースケース（オンライン）ユースケース

サーバ

IT2,IT3:
結合
テスト
仕様書兼
成績書

ＳＱＬFacility
定義

システム
テスト
仕様書兼
成績書

運用
テスト
仕様書兼
成績書

個別ユースケース（オンライン）個別ユースケース（オンライン）機能単位

ユースケース
機能記述
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4.6 形態ごとに構造・設計方法を規定

アプリケーション形態ごとにアプリケーション
の構造を規定

設計方法のパターン化
アプリケーション内のコンポーネントの役割分担の指針、
DBアクセス部品の設計指針など

システム開発の品質・保守性を向上
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ﾒｿｯﾄﾞ

ﾒｿｯﾄﾞ

ブラ
ウザ

XXXXXX型アプリ形態

(1) アプリケーション形態ごとにアプリケーション構造を規定

ブラ
ウザ

オンライン Servlet－２層

業務
共通
データ
処理

画
面
定
義

RDB
Ｄ
Ｂ
制
御

サーバ
業務
アプリ

EJBコンテナ

AP層 (EJB) DB層プレゼン層 (Servlet)

DBMS

画面部品/ 振分制御

Win d o ws / So laris / Lin ux Win d o ws / So laris / Lin ux

Win d o ws / 
So laris / Lin ux

SQL
処理
クラス

アプリ制御

振分制御

E
JB

画面制御

オンライン Servlet－３層

Serv let コンテナ

クライ
アント
業務
アプリ

アプリケーション形態ごとのアプリケーションアーキテクチャを提供。今後さらに拡充予定。
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受注検索CBSHandler
＋受注検索

販売物流
CBSBean

受注入力CBSHandler

出荷指示CBSHandler
...

受注CBMHandler

受注CBM

受注ET

受注明細ET

受注検索SQLSF
＋条件検索
...

EJBの実装構成図アプリ層構成要素へのマッピング

アプリケーション層の設計指針

(2) 設計方法のパターン化

アプリケーション方式設計の方法をパターン化して提供。

Servletの実装構成図Servlet構成要素へのマッピング

JSP

JSP

JSP

JSP

JSP

メニュー

受注検索
Handler

Data
Bean

商品検索
Handler

Data
Bean

Data
Bean

受注入力
Handler

プレゼンテーション層の設計指針

より高機能なコンポーネント設計

単一

テーブル

CBM

基本ｱｸｾｽ基本ｱｸｾｽ

テーブル

仕様

テーブル
B

CBM

テーブル
A

テーブル

関連図

テーブル

仕様

テーブル
B

CBM

テーブル
A

テーブル

関連図

テーブル

状態遷移

テーブル

仕様

DBアクセス機能の設計指針

基本ｱｸｾｽ基本ｱｸｾｽ

応用ｱｸｾｽ応用ｱｸｾｽ

基本ｱｸｾｽ基本ｱｸｾｽ

応用ｱｸｾｽ応用ｱｸｾｽ

業務ｱｸｾｽ業務ｱｸｾｽ
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ご参考１：主要な開発の流れ

機能とデータを、それぞれ相互の関係を検証しながら、ユースケースを軸とした設計を進める。

(1) ＳＡ、ＵＩ工程

販売部門顧客 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ

注文

受付

内容変更

引当
集品

システム化
要件番号

システム化
要件概要

業務要件定義

概念ＥＲ図 主要データ項目、
キーの抽出

データ項目名キー

エンティティ名ユースケース名

ユースケース・エンティティマトリクス

アクセス種別

機

能

の

構

造

デ

ー

タ

の

構

造

機
能
と

デ
ー
タ
の
関
連

システム化要件に対して、ユースケースを洗い出し、
その機能概要、主要入出力等を明確化する。

課題としての業務要件と
対策としてのシステム化要件
の具体化。

システム化対象業務のエンティティ関連、データ項目を
明確化する。また、データタイプ、コードの定義を行う。

現行システムの
テーブル、画面、
帳票等

ユースケースースとエンティティ
の関係を整理し、機能とデータの
整合性を検証する。

ユースケース・テーブルマトリクス

テーブル関連図

テーブル／ファイル定義

テーブル一覧

概念ER図およびＵＩ工程での画面定義、帳票定義等から
テーブル関連、データ項目の設計を行う。また、業務運用条件等から
性能・運用面の観点で、見直しを行う。

ユースケースとテーブル
の関係を整理し、機能とデータの
整合性を検証する。

SA 工程 UI 工程

業務機能概要定義

コード定義

・コード名
・目的／概要説明
・付与基準
・コード体系 等

SA01SA01 SA02SA02

UI14UI14

SA05SA05

SA06SA06
UI08UI08

UI06UI06

UI07UI07

UI05UI05

ユースケース機能記述
（オンライン機能概要―画面遷移図）
（画面レイアウト定義）
（画面項目定義）
（帳票レイアウト定義）
（帳票項目定義）

UI02UI02

データタイプ定義

UI13UI13

・データタイプ名
・桁
・型
・項目説明 等

業務メッセージ定義UI12UI12

ユースケース機能記述
（アクション総括記述－処理フロー
（アクション定義

－遷移元画面チェック定義
－遷移先画面表示定義）

（出力データ処理定義）
（入力データ処理定義）

UI02UI02

ユースケース機能記述
（バッチ機能概要－処理フロー）
（帳票レイアウト定義）
（帳票項目定義）

エンティティ名ユースケース名

アクセス種別

UI02UI02
ユースケース機能記述
（バッチ機能概要－処理フロー）
（バッチ総括記述）
（出力データ処理定義）
（入力データ処理定義）

業

務

ロ

ジ

ッ

ク

設

計

UI02UI02

ユースケースを整理統合する。ユースケースを整理統合する。

ユースケース一覧

UI0UI011

機能概要ユースケース名
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（２）ＳＳ～実装工程

ユースケースを軸として、サーバー、クライアントのアプリ構造設計を進める。

バッチ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

テーブル／ファイル定義

テーブル一覧

EJB

Servlet機

能

の

構

造

デ

ー

タ

の

構
造

ユースケース毎に、実装上の
構成要素に分割。
ｲﾝﾀﾌｪｰｽとなるCBSMsgを設計。

ユースケース機能構成

ジョブネット構成図／ジョブフロー図

ﾃｰﾌﾞﾙ名機能説明受渡情報 復帰情報ﾒｿｯﾄﾞ名

CBM機能定義
××CBMCBM名

追加ﾒｿｯﾄﾞ定義

型 必須ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

CBMMsg追加項目定義

ブラウザ

JSP

Webハンドラ

CBSMsg

CBSハンドラ

CBMMsg

CBMハンドラ

SQLｴﾝﾃｨﾃｨ

DB
テーブル

Systemwalker
ジョブ定義CBM

CBS

設計情報をツールに入力し、ソースを自動
生成。ロジック部分は手コーディング。

バッチ実行単位で集約、ジョブとして分割。

画面遷移定義

CBSMｓｇ設計
ロジック詳細、
使用CBM

CBSﾊﾝﾄﾞﾗ
ロジック定義

バッチ設計

CBS設計

Servlet設計

CBM機能
の適用

データに着目した機能を
CBMとして実装。

画面制御、
ﾁｪｯｸ

Webﾊﾝﾄﾞﾗ
ロジック定義

AP層
の
詳
細
化

CBM設計

UI工程 SS/PS工程 実装構成

入出力ＣＢＭCBSHandlerCBSMsgｱｸｼｮﾝ画面

××ﾕｰｽｹｰｽ名

PSPS

PSPS
ﾌﾟﾚｾﾞﾝ層の詳細化

データに着目した
共通機能の抜出し

テーブル関連図

UI06UI06

UI05UI05

UI07UI07

SS01SS01

SS12/13SS12/13

PS02PS02

PS01PS01

SS09SS09

SS02SS02

ユースケース機能記述
（オンライン機能概要－画面遷移図）
（画面レイアウト定義）
（画面項目定義）
（アクション総括記述－処理フロー）
（アクション定義－遷移元画面チェック定義）
（アクション定義－遷移元画面表示定義）
（バッチ機能概要－処理フロー）
（バッチ総括記述）
（帳票レイアウト定義）
（帳票項目定義）
（入力データ処理定義）
（出力データ処理定義）

UI02UI02

テーブル関連図

UI05UI05

ＣＢＭのくくりを追記。

バッチロジック定義

PS03PS03
PSPS

ジョブ単位に詳細化

UI02の定義書間の関連は
UI02の記述要領の別紙を参照。
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ご参考２： 推奨ソフトウェア構成

Symfoware, OracleなどRDBMS

Windows, Solaris, LinuxOSDBサーバ

e.FrameCOBOLフレームワーク

NetCOBOLCOBOLランタイムCOBOLの場合

Systemwalker Operation Managerを推奨ジョブスケジューラバ

ッ

チ

Interstage Application Framework Suite ＋ e.FrameCOBOLフレームワーク

Interstage Application ServerOLTPCOBOLの場合

Interstage Application Framework Suite を推奨EJBフレームワーク

Interstage Application Serverを推奨EJBコンテナEJBの場合オ

ン

ラ

イ

ン

Windows, Solaris, LinuxOSAPサーバ

Interstage Application Framework Suite (Apcoordinator)を推奨Servletフレームワーク

Interstage Application ServerServlertコンテナServletの場合

Interstage Application Server, Apactch などWWWサーバ

Windows, Solaris, LinuxOSWebサーバ

Client J Frameworkを推奨Javaフレームワーク

JDK1.3以降JavaVMJavaｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの場合

Client J Frameworkを推奨Appletフレームワーク

ComponentAA/Client J (JBKプラグイン）を推奨Javaプラグイン、JavaVMAppletの場合

Internet Explorer, Netscape NavigatorブラウザServlet／Appletの場合

WindowsOSクライアントＰＣ

製品名層
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ご参考３：総合システム開発体系SDASのサイト

以下にて最新情報をご提供しておりますので、ご参照ください。

•ComponentAA開発標準のドキュメント標準
•製品・サービスのカタログとご紹介資料
•解説記事
•導入事例

http://segroup.fujitsu.com/sdas/index.html


